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「ゆく年 くる年」 
                                                              校長  村田 健 

 

本日、２学期終業式を無事に終えることができました。令和７年も残すところ、あと僅かとなり

ました。黒川中の生徒一人一人が自分の命、みんなの命を大切に過ごしてきたことが何よりも尊い

ことです。令和８年も生徒の皆さんには、命の大切さ、ありがたさを忘れずに生活してほしいです。

また、保護者、地域の皆様、黒川中の教育活動にご理解とご協力を賜りまして、ありがとうござい

ました。今後も生徒の成長する姿を、皆様と共に見守り続けていきたいと思いますので、引き続き

ご支援をお願いいたします。 

 さて、先日は「冬至」でした。北半球に住んでいる我々にとって、１年間で一番昼の時間が短い

日でした。余談になりますが、２年生はニュージーランドの中学生とオンライン交流授業を行いま

した（12 月４日の学校ブログに掲載）。ニュージーランドは現在、真夏ということなります。グ

ラウンドの雪をカメラで映すと、ニュージーランド側から歓声があがっていました。話を戻します

が、昔から「冬至」の日には、様々な風習があります。「ゆず湯」に入る。「ん」の付く食材を食

べる。などです。最近は、ハロウィンやブラックフライデー等、海外の風習が日本でもクリスマス

やバレンタインのように根付きつつあります。これらは、企業の販売戦略の一つであると思われま

すが、ＳＮＳをはじめとする若者文化の情報伝達の速さとクリスマスやバレンタインのように日

本人は海外のイベントを受け入れ、楽しむことができる寛容さがあるからと言われています。海外

のイベントや風習ではありませんが、私は小さい頃に節分で「恵方巻」を食べることはありません

でした。このように、同じ国に住んでいながら風習が違っているのはとても興味深いです。冬休み

は、クリスマス、大晦日とお正月（お年玉）など、ワクワクする楽しみなイベントが盛りだくさん

です。「年越しそば」や「おせち料理」には、どんないわれや願いが込められているのでしょう。

この機会に、自分の地域の年末年始にまつわる風習やイベントを尋ねたり、調べたりしてみるのも

楽しいと思います。日本のこと、黒川地域のことを深く知り、その価値を再認識することは、他の

国や他の文化を敬い理解することになります。グローバル化、ＡＩ化が進む社会だからこそ必要と

なります。 

 １月８日（水）からは３学期が始まり、１年のまとめの学期になります。生徒総会では、今年度

の活動を振り返り、新年度の役員への引継ぎが行われます。３月には卒業式が挙行され、３年生は

中学校を巣立っていきます。健康に気をつけ、悔いのない中学校生活を送ってください。 

 

12 月は「人権月間」とされています。黒川中学校でも、人権教育、同和教育を行ってきまし

た。特に１年生は、１学期に「教科書無償化の運動」について学習し、部落解放同盟中条支部長

様から授業を参観していただき、インタビューも行わせていだだきました。また、11 月 26 日

（水）に人権教育、同和教育の視点に立った道徳授業を公開しました。今後も各学年の年間計画

に沿って、人権教育、同和教育を進めて参ります。生徒の皆さんは、自分にとって重要な人権課

題とは何かを考える機会として授業に臨んでください。先ほども述べましたが、これからグロー

バル化、ＡＩ化の社会が一層進みますが、正しい人権感覚を養い、常に新しく更新していくこと

が必要です。私たち教職員も正しい人権感覚をもち、生徒と共に学ぶ姿勢で、今後も力を入れて

いきたいと思います。新年もよろしくお願いいたします。 
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 11 月 13 日、乙まんじゅうやの久世俊介様を講 

師としてお招きし、キャリア教育講演会を実施し 

ました。久世様からは「地域課題は、見方を変え 

ることで新しい価値や可能性が生まれる」という 

お話がありました。 

一見すると課題に見えることでも、 

 ・別の立場から見ると長所になる。 

 ・視点を変えれば新しい取組に繋がる。  

 ・地域ならではの魅力として活かせる。といったことがあると教えていただきました。 

 その後、生徒・地域の方と共にワークショップを行いました。地域の魅力をどう発信し

ていくか等、活発な意見が交わされました。生徒が日頃からイメージしている地域の課題

や不満を、視点を変えることでポジティブな内容に言い換えることができ、新しい魅力の

発見につながることを体験できたことは、生徒にとって大きな財産となりました。 

 

  

 

 

 

今回の学びが、生徒たち自身の視点を広げ、地 

域に対する課題ではなく可能性を見つけられる人 

へと成長するきっかけになればと思います。 

 

 

 11月 25日（火）黒川中学校区いじめ見逃しゼロスクール集会を開催しました。 

黒川小学校６年生の企画委員が、「小学校の取組」についてスライドを使いながら、堂々

とわかりやすく発表しました。黒川中学校生徒会が、事前に実施したいじめに関するアン

ケート結果を紹介し、中学校区の実態共有をしたのちに問題提起を行いました。「ネットい

じめを防ぐには、何に注意をするべきか？」を小６～中３までの縦割り班でグループ討議

をしました。各グループともしっかり話し合い、全体発表の態度も立派でした。最後に参

加した全児童・生徒で「黒川中学校区いじめ見逃しゼロ宣言」を唱和し、集会を終えまし

た。一人一人が思いやりをもち、互いを大切にすることで、いじめのない黒川中学校区に

していくことを全員で共有した大事な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒の皆さんからは、 

 ・意外なところに魅力があることを知った。 

 ・SNSや動画で地域の良さを広めたい。  

など、発信に意欲的な声が多く聞かれました。 



 

生徒会役員選挙投票日に向けて、４名の立候補者による選挙運動が行われました。選挙

運動期間中は、登下校時に生徒玄関であいさつ運動や各教室での演説等に取り組みました。 

 １２月５日（金）、立候補者による立会演説会が行われ、その後、全校生徒により投票が

行われました。どの立候補者も、自分の思いや公約を堂々と伝えていました。 

今回の選挙活動を通じて、これまで先輩たちが築いてきた良き伝統を引き継ぎ、さらに

より良い黒川中学校へと継承・発展させていこうとする雰囲気が醸成されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会会長 水澤 一真さん 

決 意 

 私は、生徒会長として自覚と責任

をもち行動していきます。具体的に

は、「公約の実現」「全校生徒のお手

本」となることを必ず達成します。そ

して、理想とする黒川中学校を目指

し、精一杯取り組んでいきます。 

生徒会副会長 小谷 大翔さん 生徒会副会長 今井 日奈子さん 

決 意 

 副会長としての責任をもち、黒川

中学校をより良く、楽しめるよう取

り組んでいきます。そのために、会長

を補佐し、総務と協議を重ねながら、

全校生徒と協力して理想の学校を創

りあげていきます。 

決 意 

 副会長に選んでいただいたからに

は、精一杯責任をもち、黒川中学校を

支えていけるよう、全力でがんばりま

す。そして、結果として自分の目標と

している学校にできるよう２つの公約

を実現します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  公約を画面に映して演説する様子 立候補者に質問する様子 投票の様子 

今井さん  水澤さん  小谷さん 

 11月 25日に、地域コーディネーターのご協力に

より、書写の授業において、書道サポーターズの方

から全学年の授業を支援していただきました。生

徒は、講師の助言を真剣に聴きながら、思い思いに

書写に取り組んでいました。 

今回、取り組んだ作品は、 

保護者面談期間中に展示し 

保護者の皆様から鑑賞して 

いただきました。 

 11月 27日に、学校運営協議会、地域コーディネ

ーター、黒中サポーターズの皆様をお招きし、給

食を食べる会を実施しました。毎年、日頃から黒

川中学校の教育活動のために、ご支援・ご協力い

ただいている方と交流及び感 

謝を伝える機会として行って 

います。どのグループも楽し 

い雰囲気で給食の時間を過ご 

しました。 



 

12月 12日（金）キャリア学習発表会が行われ、１、２年生は今まで総合的な学習の時間

で活動したことや学んだことをグループごとに発表しました。 

１年生は、黒川ＰＲ作戦をテーマに地域学習を進めてきました。これまで調べた「黒川

の魅力」について発表し、事業所の良さや働き手の思い、人の温かさなど、様々な視点か

ら地域の良さを伝えてくれました。２年生は、新潟巡検や職場体験で学んだことを地域活

性化にどのように生かすかの展望を発表しました。黒川をより元気にするために、５つの

テーマごとに、自分たちにできる「地域活性化」のアイディアを考え、将来の仕事や生き

方とも結びつけて発表する姿が見られました。また、体育館の壁には、２年生が行った職

場体験のまとめを掲示し、紙面発表の形式をとりました。 

※３年生は感染症流行の兆しがあり延期としましたが、１月９日（金）に実施予定です。 

これまでの学習をとおして、地域を大切に思う気持ち、社会の一員としての意識を高め

ることができました。 
 

 

 

 

 

 

11 月 27 日（木）齋藤 薫先生が着任しました。黒川中学校で一緒に学ぶメ

ンバーが一人増えたことを嬉しく思います。今後、１年生と３年生の国語を担

当していただきます。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７日（水）３年実力テスト（通学バス運行） 

８日（木）３学期始業式 給食あり 

９日（金）３年キャリア学習発表会 

14日（水）基礎学力テスト国語 

15日（木）専門委員会 

16日（金）人権パネル巡回展覧（～22日） 

19日（月）スクールカウンセラー来校日 

21日（水）新発田中央専願・併願入試、フッ化物洗口 

23日（金）生徒総会・引継ぎ式 

26日（月）諸経費振替日、３年三者面談（～28日） 

28日（水）定期テストⅣ１週間前 部活動停止期間 

     フッ化物洗口 

29日（木）全校朝会 

30日（金）質問教室① 

＜吹奏楽部＞新潟県アンサンブルコンテスト ＜卓球部＞新潟県中学校新人卓球大会  

銅賞 管楽５重奏 齋藤芹菜さん、坂上恵美奈さん  １年女子個人戦 越善愛織さん１回戦惜敗 

          水澤穂香さん、坂上蘭花さん           佐藤妃莉さん１回戦惜敗 

          皆川詩星さん 

＜ソフトテニス＞下越地区中学校新人ソフトテニス大会 

 男子団体２位 きらら村上 中野大誠さん（県大会出場）  

＜英語検定＞ ３級合格 片野楓さん、佐藤あいりさん、佐藤かりんさん 

＜全国中学生人権作文コンテスト新発田地区大会＞ 優秀賞 松村莉奈さん 

＜胎内市ジュニア美術展（習字の部）＞  

〇１年生 今井日奈子さん、中野大誠さん、錦織粋さん、山口愛生さん、八幡芽奈さん、錦織瑛さん 

〇２年生 小谷大翔さん、小柳心々奈さん、坂上恵美奈さん、髙橋蒼依さん、錦織音映さん 

〇３年生 伊藤愛絆さん、片野楓さん、桐生紗良さん、佐藤かりんさん 


